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地方自治法第１９９条第１４項の規定に基づき、串間市長

より監査の結果に係る改善措置の通知があったので、その結

果を別紙のとおり公表します。 
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１１０ － ２９２８ 
令和５年２月１６日 

 
串間市監査委員 田中 良嗣 様 
串間市監査委員 坂中 喜博 様 

 
串間市長  島田 俊光   

 
 

監査改善措置状況の提出について 

 
 令和４年１２月２８日付串監第１５４２号にて通知のありました定期監査の

結果における指摘事項について、地方自治法第１９９条第１２項の規定に基づ

き、監査改善措置状況の報告をいたします。 

 
 

記 

 
 
１．監 査 の 種 類  定期監査（財務事務監査及び行政監査） 

 
２．監 査 実 施 日  令和４年１１月７日～１７日 

 
３．監査改善措置状況  別添のとおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                       （文書取扱 総務課総務係） 





令和４年度定期監査指摘・要望事項改善措置通知書 
 

                                      （ 課等名 学校政策課・学校給食共同調理場 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 中止となった会議、研修等に係る経費については、３

月に減額補正します。  
 
 
 
 
 
 
２ 学校において、電気料及び燃料費の不足が見込まれた

ため増額補正対応を行っています。使用していない教室

等での節電に取り組む等節約に努めています。  
 
 
 
 
 
 
３ 公金の取扱いについて、学校との連携強化を図り適正

管理に努めています。  
 
 
 



令和４年度定期監査指摘・要望事項改善措置通知書 
 

                                      （ 課等名 学校政策課・学校給食共同調理場 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項：学校政策課】 

１ 教育費、教育総務費、事務局費、臨時的経費・事務局

費、報償費（謝礼）については学校跡地利用者選定委

員会委員の謝礼であるが未執行となっている。現在は

学校跡地の利活用の動きはないとのことであるが、受

け身の姿勢ではなく広く公募を行い有効活用に取り組

まれたい。  
 
２ ８月分例月現金出納検査でも指摘したところである

がＩＣＴ支援員活用事業の業務委託料の随意契約理由

中「業者における人材確保及び事前研修に時間を要する

ことから早急の契約を締結する必要があるため」との理

由により、地方自治法施行令第 167 条の２第１項第５

号を選択している。「緊急の必要」とは、災害発生時等、

天災地変その他予見不可能な急迫の事態が発生し、市民

の生命、健康、財産に著しい危険が生じ、又は生じるお

それがある場合における応急工事や設備等の故障に伴

う復旧工事等が該当し、時間的に事務処理が間に合わな

 
 
 
 
 
 
１ 学校跡地の利活用に係る公募条件の見直しを図り、関

係課等と協議しながら学校跡地の有効活用に取り組んで

います。  
 
 
 
 
２ 令和４年度新規事業であり事業実施までのスケジュー

ル管理等に認識不足があったことから、契約業務につい

て、関係課と対応等を協議し、円滑な業務執行に取り組

んでいます。  
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                                      （ 課等名 学校政策課・学校給食共同調理場 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

いという理由だけでは適用できないと解されていると

ころである。契約を含め委託業務の開始までに時間を要

することが事前にわかっているのであれば、関係課と対

応を協議すべきではなかったかと思料する。  
 
３ 教育費、教育総務費、事務局費、福島高等学校支援事

業、負担金補助及び交付金（事業補助金）において、６

月補正で 250 千円を増額している。これは当初 70 名
の入学を見込んでいたが 75 名の入学があり、不足する

５名分を予算措置したものである。補助金交付申請日は

5 月 10 日で交付決定日が 5 月 12 日となっており、こ

の時点で入学支援金分の予算に不足が生じていたこと

になる。当初の入学予定者の見込人数を的確に把握し、

適切な予算措置に努められたい。  
 
４ 教育費、小学校費、学校管理費、経常経費・小学校管

理費、需用費（光熱水費）において、９月補正により

1,150 千円を増額補正している。これは福島小学校及び

金谷小学校において漏水が発生していたことに伴い予

算措置されたものである。水道使用量等については毎月

把握しているものと思料するが、このような事態が長期

化することがないよう学校現場と連絡を密にし、適切な

維持管理に努められたい。  

 
 
 
 
 
３ 福島高校に定期的に入学予定者数の確認を行い、情報

共有を図ることで入学予定者数の把握に努めています。  
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 施設老朽化により漏水箇所の確定が困難な状況も生じ

ていますが、通常時から数量等の確認を行い、早い段階

で異常事態を把握できるように、学校とも連携を図りな

がら施設の維持管理に努めています。  
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                                      （ 課等名 学校政策課・学校給食共同調理場 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

 
【個別事項：学校給食共同調理場】 

１ 教育費、教育総務費、共同調理場費、経常経費・共同

調理場運営費、需用費（修繕料）については、当初予算

額3,190千円であったが、炊飯システム部品更新が必要

となったことにより、６月補正で2,563千円を増額し

5,753千円の予算現額となっている。学校給食共同調理

場は施設・設備等の経年老朽化等により年度途中に突発

的な修繕箇所が頻繁に発生していることから、施設・設

備等の計画的な修繕や更新を行い適切な維持管理に努

められたい。 

 

２ 給食費の単価については、小学校236円、中学校272

円となっているが、物価高騰の影響で賄材料の仕入れ単

価の上昇が懸念されるところである。今のところ値上げ

は考えていないとのことであるので、保護者の負担増に

ならないよう努力されることを望むものである。 

 

 

 
 
１ 施設及び機器、設備等を使用する調理業者、そして設

備機器の保守点検を行う業者と定期及び随時の協議を行

っています。これにより、不安要素を抽出し、これまで

の突発事案に都度対応していく対症療法的施しではな

く、将来にむけての予防措置を行うことが可能となりま

す。ご指摘のとおり、適切な維持管理を目指して、本年

度は炊飯システム、ボイラー関連設備及び厨房内床等を

計画的に改善改修したところです。  
 
 
２ 材料費等の価格高騰に対応するため、献立に工夫を加

え保護者負担増加にならないようにしています。給食費

は、他自治体では値上傾向にあるようですが、栄養士及

び学校給食会と協議検討し、２か月後の発注額を予想し、

給食費収入内で収まることを随時確認しています。  

 



令和４年度定期監査指摘・要望事項改善措置通知書 
 

                                               （ 課等名 市民生活課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 書面審議やＷＥＢ形式での会議となったものの旅費等

については、12 月及び 3 月議会にて減額補正の対応をし

ました。 

 
 
 
 
 
２ 原油価格高騰の影響により電気料が上昇しているた

め、串間エコクリーンセンター及び道の駅ＥＶ充電ステ

ーションの光熱水費については、12 月補正予算で対応し

ました。 

  なお、関連経費の節約については以前から課内、委託

事業者へは周知しているところです。  
 
 
 
３ 調定を行う際には、年度、科目、金額、納入義務者等

の誤りがないかを精査し、規則等を遵守して適正に執行

しています。  
  公金の取り扱いや管理体制等については、課内、委託

事業者ともに、定期的に確認を行っております。  
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                                               （ 課等名 市民生活課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 諸収入、雑入、雑入 二酸化炭素排出抑制対策事業費、

二酸化炭素排出抑制対策事業費については、当初予算に

おいて 10,000 千円が措置されているが、事業の不採択

により補正で全額を減額し、一般財源に組み替える予定

とのことである。地方財政法第３条第２項に基づき適切

な予算の編成に努められたい。  
 
２ 総務費、戸籍住民基本台帳費、戸籍住民基本台帳費、

個人番号カード交付事業については、６月補正において

業務委託料から報酬等に予算の組み替えが行われてい

る。これは、当初串間商工会議所に業務委託することで

計画していたものが相手方の都合により不可能となり

直営方式に変更されたものであるが、事前の調整が不十

分であったと思料する。なお、マイナンバーカードの交

付率は 10 月 30 日現在で 64.55％となっており、県内９

市中５番目とのことである。推進体制を強化し引き続き

交付率の向上に取り組まれたい。  

 
 
 
 
 
 
１ 指摘のとおりであります。今後は補助事業等につきま

しては、補助金の内示等に基づいた形での予算充当を行

っていきます。  
 
 
 
 
２ 当初、串間商工会議所のネットワークを活用した事業

計画で進めていたが、年度末になり商工会議所に職員の

欠員が出たことにより委託業務が困難となったため、６

月補正において直営方式に変更し事業実施に至ったもの

であります。取組みの成果もあり１月３１日現在で交付

率において 77.92％、申請率で 87.42％と申請率では県内

９市中、都城市に次ぐ２番目となっております。引き続

き交付率の向上に努めて参ります。  
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                                               （ 課等名 市民生活課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

 
３ ７月分例月現金出納検査でも指摘したところである

が、個人番号カード交付事業の借上料において、マイナ

ンバー出張申請サポート対応車両レンタル料として

1,826,000 円の支出負担行為が起票されている。随意契

約の理由中、地方自治法施行令第 167 条の２第１項第

１号「物件の借入れ 40 万円以下」を選択している。串

間市随意契約ガイドラインでは、売買、賃借、請負、そ

の他の契約（賃借にあっては、予定賃借料の年額又は総

額）に対しての金額とあることから第１号（少額随意契

約）には該当しないものと思料するので、適正な事務執

行に努められたい。  
 
４ 衛生費、清掃費、し尿処理費、し尿処理費・経常経費、

工事請負費（単独事業）において、串間エコクリーンセ

ンター活性炭洗浄ポンプ更新工事ほか 4,820,000 円に

ついては 11 月執行予定とある。各種工事において資器

材等の納品が遅延している状況もあることから、繰越と

ならないよう早期発注に努められたい。  
 

 
３ 今回の誤りは「串間市随意契約ガイドライン」を失念

していたことによるものであるため、今後契約業務を行

う場合は、「串間市随意契約ガイドライン」を確認して契

約を行います。  
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 当初、活性炭洗浄ポンプ等更新工事を計画していまし

たが、別装置（硝化ブロワー）の更新工事が急遽必要と

なり、資器材等の納品状況を確認し、発注したところで

あります。  
  各種工事において繰越とならないよう早期発注に努め

ました。  
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                                               （ 課等名 危機管理課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

 

 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

 

１ 会議や研修会等の関連経費につきましては、開催元に

聞き取りを行い不用となる経費は減額補正を行うなどし

て、適正に執行しているところであります。 

 

 

 

 

 

２ 当初予算につきましては、その年の 10 月までの実績及

び 11 月以降の見込みにより見積額を積算することとし

ております。 

電気料金は令和３年 11 月以降に値上げとなり、その分

を見込んでおらず不足することが予想されたことから、

防災行政無線による行政情報につきましては、放送回数

や放送時間を減らし電気料の節約に努めたところであり

ますが、不足したため防災行政無線の電気料金を 12 月に

増額補正したところであります。 

今後におきましても関係課と協議、調整を行い経費節

約に努めて参ります。 

 
３ 該当なし 
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                                               （ 課等名 危機管理課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 総務費、総務管理費、諸費、交通安全対策事業、報償

費（記念品）において、高齢者自動車運転免許返納バス

回数券 60,000 円（3,000 円×20 人）が執行されている

が、対予算執行率が 18.18％と低い状況にある。高齢者

の免許返納者の実績としては、令和２年度 92 名、令和

３年度 84 名と年々減少傾向で推移していることから、

高齢運転者の交通事故防止の観点から引き続き積極的

な事業の推進に取り組まれたい。  
 
２ 総務費、総務管理費、危機管理費、防災対策事業、工

事請負費（単独事業）において、ワイヤレス放送システ

ム連動工事 1,089,000 円が３自治会（舳、石原、長野）

で計画されている。この事業については 11 自治会から

要望があり、年次計画で整備するとのことであるが、防

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 高齢者の免許証返納につきましては、警察と連携しな

がら事業に取り組んでいるところであります。過去に事

故を起こしたことがある方には積極的な免許証返納を推

進しているところではあります。引き続き、高齢運転者

の交通事故防止のため積極的な事業の推進に取り組んで

参ります。 

 

 

 

２ ワイヤレス放送システムと防災行政無線の連動につき

ましては、多様な情報伝達手段の確保を目的に整備を始

めたところであります。関係課と協議し、早期の整備完

了に努めて参ります。 
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                                               （ 課等名 危機管理課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

災情報の伝達手段として有効性の高い事業であること

から早期の整備を望むものである。  
 
３ 総務費、総務管理費、危機管理費、災害対策本部活動

費、備品購入費（庁用備品）において、災害警戒本部構

成員防災服（３人分）52,965 円を執行しているが、備

品一覧表では防災服一式で記載されているので、単品ご

とに記載するよう修正されたい。  
 

 
 
 
３ 備品一覧の記載につきましては、品名を分け記載した

ところであります。今後につきましては、適正な事務の

執行に努めて参ります。 
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                                               （ 課等名 医療介護課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 会議や研修会の中止等により不用となる経費について

は、執行済額及び今後の執行見込みを勘案し、必要に応

じて減額補正するなど、適正な予算執行に努めてまいり

ます。  
 
 
 
２ 総合保健福祉センター及び市木診療所の光熱水費に不

足が見込まれたため、令和４年１２月補正予算において

増額補正を行ったところです。今後とも、適切な予算執

行に努めるとともに、こまめな消灯・空調温度の調節な

ど、基本的な節電対策等に取り組んでまいります。  
 
 
 
 
３ 公金の取り扱いについては、串間市財務規則等関係法

規に基づき適正に執行するとともに、適切に管理してま

いります。  
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                                               （ 課等名 医療介護課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

（一般会計）  
１ 衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費、保健衛生総務  

経常（地域・救急医療）、委託料（業務委託）において、

公立病院経営強化プラン策定関連環境等調査業務委託

7,500 千円が９月補正で増額されている。これは国より

持続可能な地域医療提供体制を確保するために令和５

年度中に日南串間医療圏内の公立病院経営強化プラン

の策定が義務付けられたものである。今年度策定された

「串間市民病院経営健全化計画」との整合性を図りなが

ら、本市の公立病院経営強化プランの策定に取り組まれ

たい。  
 
２  衛生費、保健衛生費、予防費、新型コロナウイルスワ

クチン接種体制整備事業において９月補正で 21,062 
千円が増額されている。これは事業の延長及び追加接種

に伴う経費として増額されたものである。本市のワクチ

ン接種率は市民の理解と関係機関等の協力により、県内

 
 
 
 
 
 
 
１ 公立病院経営強化プランにつきましては、日南串間医

療圏域内の公立病院との役割・機能の最適化・連携の強

化などを図りつつ、持続可能な地域医療提供体制を確保

できるよう、関係機関と調整を行いながら策定していく

こととしております。  
同プランは、経営指標に係る数値目標や病床機能のあ

り方、施設・設備の適正管理と整備費の抑制など、串間

市民病院経営健全化計画との関連する部分もありますの

で、整合性を図りながら策定してまいります。  
 
 
２ ワクチン接種につきましては、主にオミクロン株対応

ワクチンの接種率向上に努めております。ワクチン接種

が最大の感染防止策となりますことから、国の方針に迅

速に対応できるよう、接種体制や関係機関との調整等を

引き続き行い、ワクチン接種を推進してまいります。  
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                                               （ 課等名 医療介護課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

でも高い接種率となっていることは評価できるもので

ある。しかしながら、各種の感染症対策が一部緩和され

たこともあって感染者数は増加傾向にあり予断を許さ

ない状況にある。現在５回目のワクチン接種が始まって

いることから、これまでのノウハウを活かしスムーズな

ワクチン接種が実施できるよう要望するものである。  
 
（後期高齢者医療特別会計）  
１ 総務費、総務管理費、一般管理費、経常経費・一般管

理費、旅費（費用弁償）において、予算現額 0 円に対

し、支出負担行為額及び支出済額が 8,400 円となって

おり予算残額がマイナスとなっている。また、保健事業

費、健康保持増進事業費、健康診査費、後期高齢者健康

診査事業費、旅費（費用弁償）においても、予算現額

120 千円に対し、支出負担行為額及び支出済額が

131,998 円となっており予算残額はマイナスとなって

いる。公会計のシステム上処理が可能となっているとの

ことであるが、適正に事務処理されたい。  
 
 
（介護保険特別会計（事業勘定））  
１ 分担金及び負担金、負担金、地域支援事業負担金、任

意事業、地域自立生活支援事業負担金（安心サポート自

 
 
 
 
 
 
 
 
１ 総務費における旅費（費用弁償）につきましては、会

計年度任用職員の通勤手当に係る費用であり、６月補正

での現員現給による補正の算定誤りによるものでありま

す。補正予算の算定にあたっては、より慎重に正確な作

業を行うよう徹底してまいります。  
  保健事業費における旅費（費用弁償）につきましては、

他事業にて支出すべき費用について当事業にて誤って支

出してしまったことによるものであります。執行状況を

確認し、支出更正を行いました。今後はより慎重に予算

執行を徹底するとともに、誤りに気付いた際には速やか

に訂正するよう事務処理を行ってまいります。  
 
 
１ 在宅安心サポート事業につきましては、老老介護や一

人暮らし高齢者の増加に伴い、需要増が見込まれるため、
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                                               （ 課等名 医療介護課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

己負担金）については、急病や災害などの際に迅速に対

応するため、ひとり暮らし高齢者等に対して緊急通報機

器を貸与しているものであるが、前年度同時期の 81 件
と比較すると 66 件と 15 件の減少となっている。自治

会長及び民生委員等に協力をいただきながら、積極的な

事業の推進に取り組まれたい。  
 

令和４年７月に介護支援専門員（ケアマネジャー）を対

象に機器の性能・事業内容などの説明会を行ったところ

であります。今後も、各地区民生委員児童委員協議会や

市広報紙等を通じて、事業の周知に努めてまいります。  
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                                               （ 課等名 総合政策課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、会議等が実施さ

れなかったもの、又は対面形式ではなく書面形式での代

替実施となったものなどについては、十分精査した上で

可能な限り減額補正を行っております。  
令和５年度以降について、ウィズコロナ、アフターコ

ロナを見据えて会議等の計画を立て、適正な予算執行に

努めてまいります。  
 
２ コミュニティバスや駅舎関連施設等においては、原油

価格高騰の影響等を受けていますが、既存予算や補正予

算等で適正に対応し、運営に支障がないように鋭意努め

ております。  
  引き続き指定管理者等ともしっかりと情報共有を図り

ながら、効率的な運営に努めてまいります。  
 
 
 
３ 歳入があった場合は、速やかに調定調書を作成し、課

内決裁後、会計課に通知するとともに、現金の場合は当

日中に納入しております。やむを得ず当日中に納入でき

ない場合は、保管庫で施錠保管し、翌日、速やかに納入

しております。  
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                                               （ 課等名 総合政策課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 寄附金、寄附金、総務費寄附金、総務管理費寄附金（が

んばっどふるさと応援寄附金）については、昨年度同時

期と比較し 11,758,000 円の増となっている。寄附額が

年々増加していることはこれまでの取り組みの成果で

あると評価できるものである。今年度は８億円が当初予

算に計上されているが、12 月に集中することから一連

の事務処理に支障が生じないよう万全を期すとともに

引き続き目標達成に向け努力されたい。  
 
２ 総務費、総務管理費、企画費、支え支えられる地域連

携推進事業については、６地区の中で４地区（本城地区、

都井地区、北方地区、市木地区）に本組織が設立された

ことは評価できるものである。残りの２地区（福島地区、

大束地区）についても引き続き本組織設立に向け取り組

まれたい。  
 
３ 総務費、総務管理費、企画費、地域おこし協力隊活用

  今後も適正な事務処理及び適正管理に努めてまいりま

す。  
 
 
 
 
１ 今年度の目標額の８億円につきましては、12 月に達成

できたところです。また、令和４年寄附分のワンストッ

プ特例申請につきましても、課内において協力して対応

し、期限内に支障なく完了したところです。  
今後も事務処理に支障が生じないよう万全を期すとと

もに、引き続き課内一致協力して更なる寄附の獲得に向

け努力してまいります。  
 
 
２ 今年度は、市木地区において、市内４地区目になる地

域連携組織を立ち上げることができたところでありま

す。  
  残りの福島地区においては準備組織、大束地区におい

ては検討組織まで進めることができておりますので、今

後も本組織設立に向けて、積極的に支援してまいります。 
 
３ 地域おこし協力隊については、移住相談会等を通じて
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

事業（SDGｓ）については、応募がなく配置されてい

ないとのことである。現在は農業サイドにおける協力隊

の再募集のみが行われているようである。有能な人材を

確保するためには、給与等の処遇面についても充実する

必要があることから、地域おこし協力隊の地方財政措置

も有効に活用した支援策を再構築されたい。  
 
４ 総務費、総務管理費、企画費、駅関連施設整備事業に

ついては、旧串間駅舎の解体工事及び新駅舎の設計業務

委託が完了し、建築主体工事を 12 月中に入札予定して

いるとのことである。建築工事の工期が短いこともあっ

て、資材調達の遅れにより年度内の完成が難しくなるこ

とが予測されることから、繰越とならないよう施工管理

を徹底されたい。  
 
 

募集を引き続き行ったところでありますが応募者がいな

かったところです。今後は SDGｓの推進について見直し

を検討しており、地域おこし協力隊の活用については新

たな方針を作成後、改めて検討する予定となっておりま

す。  
 
 
４ 串間駅舎建替工事につきましては、12 月に入札を行

い、契約したところであります。  
  工期に関しましては、３カ月期間を設けておりますの

で、資材調達や施工管理について、業者との調整を徹底

し、年度内完成に向けて今後も調整してまいります。  
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                                                 （ 課等名 税務課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 当課においては、都市税務協議会各部会において、新

型コロナウイルス感染症対策により、会議が書面審議、

ＷＥＢ方式となったところであります。これらの関連経

費につきましては、１２月補正にて減額補正を行ったと

ころであります。  
 
 
 
２ 該当なし  
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 公金の管理体制につきましては、窓口収納においては、

日締めによる公金チェック、税収納においては、現金受

領しました税及び料と領収書の照合を行い、適正管理を

行っております。  
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 新型コロナウイルス感染症の影響で市税の減収を懸

念していたが、個人市民税（現年課税分）、法人市民税

（現年課税分）、固定資産税（現年課税分）、軽自動車税

（現年課税分）、市町村たばこ税（現年課税分）後期高

齢者医療保険料（現年度分）、介護保険料（現年度分）

の調定額については、前年度同時期と比較し増額となっ

ている。特に個人市民税の伸びについては、国の給付金

等の効果もあり市民所得の大きな落ち込みはなかった

ことが要因とのことである。徴収率については全体的に

微増・微減となっている中で、国民健康保険税において

は現年課税分 6.42 ポイント、滞納繰越分 3.97 ポイント

の増となっている。今後も引き続き滞納処分を適時かつ

適正に行い、税負担の公平性と徴収率向上に取り組まれ

たい。  
 
２ 国民健康保険特別会計（事業勘定）、総務費、徴税費、

賦課徴収費、賦課徴収費（賦課）、職員手当等（時間外

 
 
 
 
 
 
１ 新型コロナウイルス感染症の影響による市税調定額の

減少を懸念いたしておりましたが、市税において影響は

見られず、前年度同時期より調定額が増となりました。 

徴収率は、前年度同時期と比較し、各税・料においてそ

れぞれ微増・微減となっております。今後も引き続き滞

納処分を適時かつ適正に行い、滞納繰越分、現年度分、

ともに前年度収納率を上回るよう、歳入確保に努めてま

いります。  
 
 
 
 
 
 
 
２ 昨年と同様に新型コロナウイルス感染症対策として確

定申告期間が延長され、市県民税の当初課税を決定する
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

勤務手当）において、前年度同時期と比較して 134,895
円の増となっている。また、介護保険特別会計（事業勘

定）、総務費、徴収費、賦課徴収費、政策的経費・賦課

徴収費（介護徴収）、職員手当（時間外勤務手当）にお

いて、前年同時期と比較して 74,395 円の増となってい

る。職員が１名減となり職員への負担が増えているとの

ことであるが、業務内容の精査及び効率化に努めながら

時間外勤務の縮減に努められたい。  
 

精査期間が短縮、職員の１名減などにより、前年度に比

べ時間外勤務手当の執行額が増えているところでありま

す。  
今後、申告相談、固定資産税翌年度課税準備、さらに

は滞納繰越分等の徴収強化期間となる２～３月において

時間外対応が必要となるところでありますが、それぞれ

の業務の精査や効率化、課内協力体制を図りながら、可

能な限り、時間外勤務の縮減に努めて参ります。  
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 当課におきましても、新型コロナウイルス感染症対策

により、会議や研修会等が書面審議やＷＥＢ形式での開

催、また、中止となったものがあります。  
  関連する経費については十分に精査し、減額補正にて

対応致します。  
 
 
 
２ 都市公園などの草刈清掃業務委託においては労務費が

主な経費で、燃料費における業者からの協議はございま

せんが、今後は、原油価格高騰の影響により業者に負担

が生じないよう適切な予算執行に努めます。  
  また、資材も高騰しているため、工事での発生品を再

利用するなど、関連経費の節約に努めております。  
 
 
 
３ 市営住宅使用料等、公金を取り扱う業務において調定

調書により行っておりますので、今後とも業務の適正な

執行を行うとともに公金の適正な管理に努めてまいりま

す。  
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（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 使用料及び手数料、使用料、土木使用料、住宅使用

料の徴収率を前年度同時期と比較すると、現年度分が

1.12 ポイント、過年度分が 3.22 ポイント下回っている。 
今後、下半期において目標率を達成できるよう徴収

率の向上に取り組まれたい。   
  
２ 土木費、土木管理費、土木総務費、政策的経費／土木

管理費、原材料費（資材費等）において 1,913,625 円

が支出されているが、近年、高齢化の進行により地元

自治会で整備するのは厳しくなっており土木作業員で

の対応が増加しているとのことである。今後は、待遇

面の改善も検討し土木作業員の充足に努められたい。   
  
３ 土木費、道路橋りょう費、道路新設改良費、市町村道

整備事業、工事請負費（補助事業）中、令和３年度の

繰越事業である上町西林線道路改良工事においては、

用地交渉の難航により用地確保ができずに関連工事の

 
 
 
 
 
 
１ 市営住宅使用料につきまして、ご指摘のとおり前年度

と比較して徴収率が下回っている状況であります。下半

期において文書通知、面談等を実施し、目標を達成でき

るように徴収率の向上に取り組んでまいります。  
 
 
２ 土木作業員につきましてはご指摘のとおり市民の要望

に迅速に対応できるよう令和３年度の１名増員に加え、

更に増員及び待遇改善の要望を行っているところでござ

います。  
今後も需要に柔軟に対応できるよう計画的な人員配置

と維持管理に努めてまいります。  
 
３ 令和３年度の繰越事業である上町西林線道路改良工事

においては、用地交渉が成立しないため、その区間を除

外し、改良工事を実施しております。  
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

発注ができない状況にある。当初計画の変更となるこ

とから、今後の対応について協議検討を行い方針を明

確にされたい。   
  
４ 設計変更が業務委託で５件、工事請負で４件発生して

いる。いずれも当初設計の段階で想定できなかったも

のであることは理解できるが、設計変更内容を詳細に   
分析し今後の設計書作成時の参考とされたい。  

 
 

 
 
 
 
４ これまでの設計変更内容を分析し、且つ設計書作成時

は設計及び現場の諸条件等を分析及び整理することで、

設計変更が生じないように留意してまいります。  
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、中止等

になった会議等に係る関連経費については、精査のうえ

減額補正による対応を行っております。 

 

 

 

 

 

２ 観光施設等の光熱水費については、執行状況及び今後

の執行見込み額を勘案し増額補正を行うなど適切な予

算執行に努めています。 

 
 
 
 
 
 
３ 当課が所管する施設等の使用料については、指定管理

者、業務委託者及び施設使用者に対する聞き取り・確認

を行うなど、調定額等に誤りがないよう適正な事務執行

に努めています。 
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 商工費、商工費、商工業振興費、企業立地促進事業、

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 （ 事 業 補 助 金 ） に お い て

14,330,000 円が執行されている。これは串間市企業立

地促進条例に基づき、誘致企業である株式会社アィティ

ーシェルパ（串間支社コールセンター）に対して、施設

整備等の助成金を交付したものである。今後も同条例に

基づいた各種助成金の支援が予定されているが、本市第

１号のＩＴ関連企業の進出であり期待も大きいことか

ら、安定した企業経営が継続できるようサポートされた

い。  
 
２ 商工費、商工費、商工業振興費、原油価格・物価高騰

緊急対策事業、負担金補助及び交付金（事業補助金）に

ついては、６月補正により 43,870 千円が予算措置され

ている。これは昨今の急激な原油価格や物価の高騰に起

因する様々なコストの増加を価格に転嫁することが困

難な中小企業に対して、串間商工会議所を介して支援金

 
 
 
 
 
 
１ 企業誘致については、若年層の人口流出抑制をはじめ、

雇用拡大につながる取組でありますので、事業者と密に

連携を図りながら、本市で継続した事業運営ができるよ

うサポートしております。  
 
 
 
 
 
 
 
２ 串間商工会議所とは都度、協議を行っているところで

あり、当該補助事業の実施に当たっても遺漏のないよう

連携した取り組みを行っております。  
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                                      （ 課等名 商工観光スポーツランド推進課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

を交付するものである。事業補助金の収支予算書では、

個人５万円×350 者、法人 10 万円×250 者となってい

るが、交付漏れがないよう補助団体と連携を密にし、適

切な事業の推進に努められたい。  
 
３ 商工費、商工費、観光費、串間温泉いこいの里管理運

営事業、需用費（修繕料）においては、当初予算額 3,150 
千円に対して、サウナ室ボイラー修繕が必要となったこ

とから９月補正で 2,994 千円を増額し、予算現額が

6,144 千円となっている。串間温泉いこいの里について

は、施設・設備等の老朽化により維持管理に要する経費

が年々増加傾向にある。今後も指定管理者との連携を密

にし、施設・設備等の日常的な点検と計画的な修繕によ

り適切な維持管理に努められたい。  
 
４ 商工費、商工費、観光費、おいでよ！串間市！キャン

ペーン事業、負担金補助及び交付金（事業補助金）にお

いて 25,000,000 円が串間市観光物産協会に補助されて

いる。これは市内対象施設の宿泊者に市内で使えるクー

ポン券を配布し、コロナ禍でダメージを受けた観光産業

等の活性化を図るためのものである。市内で使える場所

が少ないとの声もあることから、補助団体と連携を密に

し、有効に活用できるよう取り組みを強化されたい。  

 
 
 
 
 
３ 串間温泉いこいの里については、経年劣化による設備

の不具合も見受けられますが、施設利用に支障をきたさ

ないよう指定管理者と連携し施設の維持管理を行ってお

ります。  
 
 
 
 
 
 
４ おいでよ！串間市！キャンペーン事業については、串

間市観光物産協会と連携し、より事業効果が図れるよう

事業者に対する参加協力等の理解醸成に努めました。  
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、救助技術

指導会や消防操法大会等の中止のほか、各種研修がオン

ラインで開催されたものについては、減額補正を行って

対応しました。  
 
 
 
 
２ 原油高騰の影響により令和４年度の光熱水費及び燃料

費の予算不足が予測されたので 12 月議会で増額補正を

行って対応しました。  
 
 
 
 
 
 
３ 危険物許可申請の手数料を現金で取り扱う業務がある

ため、担当者以外の管理職が公金を確認したうえで調定

を行うよう改善しました。  
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                                                （ 課等名 消防本部 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 消防費、消防費、常備消防費、経常経費・常備消防費、

需用費（修繕料）において、主に資材運搬車両の修繕に

不足が生じたことにより、同、消防施設費、経常経費・

消防施設費、需用費（修繕料）から 1,000 千円を流用し

ている。同予算全額を流用したため予算がなくなってい

る。現時点では執行予定はなく、影響はないとのことで

あるが、令和３年度消防施設費の修繕料の決算では

159,274 円を執行している。今後、不測の事態に対応で

きなくなることから適切な予算管理に努められたい。  
 
２ 備品一覧表において、「新入団員用保安帽（ヘルメッ

ト）」（3,520 円×９個＝31,680 円）、「消防団員用保安

帽（ヘルメット）」（7,370 円×２個＝14,740 円）、「新

入団員用アポロ帽」（3,839 円×９個＝35,037 円）が備

品扱いとなっている。物品の分類及び区分については、

串間市財務規則第 182 条第１項第５号において、「備品

的形状及びその他性質を有する物で１品の取得価格又

 
 
 
 
 
 
１ 資材運搬車の修繕を早急に行うため、消防費、消防費、

消防施設費から特にやむを得ないため市長決裁を受け

1,000 千円を流用し、今後、修繕等の状況が生じた場合

は、関係課と修繕費の予算確保について協議し適切に対

応することとしました。 

  

 

 

 

 

２ 保安帽やアポロ帽においては、複数購入時の合計金額

が１万円以上となったため、備品管理のシステム上、登

録せざるを得ない状況でしたが、財務規則の規定どおり、

１品の取得見積価格が１万円未満で消耗品であることか

ら、登録内容を修正しました。 
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                                                （ 課等名 消防本部 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

は取得見積価格が１万円未満の物」は、消耗品に分類さ

れることから規則を順守され、適切な物品管理に努めら

れたい。  
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                                               （ 課等名 福祉事務所 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 新型コロナウイルス感染症の影響により不用となる経

費につきましては、補正予算にて減額補正を行うよう適

切に対応いたします。  
 
 
 
 
 
２ 電気料及び燃料費の上昇による予算への影響につきま

しては、執行済額の推移と今後の執行見込みを適切に見

極めたうえで必要に応じ補正予算にて適切に対応いたし

ます。併せて指定管理者に対し、節約を徹底するよう周

知を行いました。  
 
 
 
 
３ 公金の取り扱いとしては、未就学児の一時預かり事業

利用料並びに保健福祉サービス申請に係る税証明書等の

手数料の徴収を行っており、申請書を確認し調定調書を

作成しております。調定漏れや遅れが生じないよう、今

後も定期的に確認を行い適切に管理してまいります。  
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                                               （ 課等名 福祉事務所 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 分担金及び負担金、負担金、民生費負担金、法人保育

所保護者負担金の収納率については前年度同時期と比

較すると、現年度分が 2.62 ポイントの減、過年度分が

3.24 ポイントの増、公立保育所の過年度分が 7.13 ポイ

ントの減となっている。また、諸収入、雑入、生活保護

費返還金の収納率については、現年度分 66.09 ポイント

の減、過年度分 7.60 ポイントの減となっている。今後、

目標率が達成できるよう「串間市債権管理指針」に基づ

き、慎重かつ厳正な債権管理に努められたい。 

 

 

 

 

 

２ 民生費、社会福祉費、社会福祉総務費、社会福祉総務

費 経常経費、報酬（委員報酬）24,400 円、旅費（費

用弁償）1,350 円が執行されている。これは民生委員児

 
 
 
 
 
 
１ 法人保育所保護者負担金の現年度分につきましては、

督促状の発送や児童手当の天引き等を行い収納率 100％
を継続するよう努めております。また、過年度分につき

ましては、現年度分の取組みに加え、関係部署と情報連

携を図り効果的かつ効率的な債権回収ができるよう取組

んでおります。また、生活保護費返還金につきましては、

納付義務者への臨戸訪問や電話催促にて生活実態の把握

に努めるとともに、悪質性の高い場合には、生活保護法

に基づく文書指導を行うなどの措置を講じ納付を促して

おります。  
市民負担の公平性及び公正性を徹底し、引き続き「串

間市債権管理指針」に基づき、適正な債権管理と積極的

な債権回収に努めてまいります。  
 
２ 民生委員児童委員が決定していなかった２地区につき

ましては、充足したところでございます。  
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                                               （ 課等名 福祉事務所 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

童委員推薦会議を令和 4 年 7 月 21 日に開催した委員報

酬と費用弁償の経費である。民生委員児童委員について

は本年 11 月に改選されたが２地区で決まっていないと

のことである。欠員補充について引き続き努力された

い。 

 

３ 民生費、社会福祉費、老人福祉費、高齢者クラブ育成

費、負担金補助及び交付金（運営補助金）については、

６月補正において 48 千円、９月補正おいて 24 千円の合

計 72 千円が増額されている。これは、新規のクラブが

４クラブ増えたことにより増額となったものである。

（20 クラブから 24 クラブ）串間市さんさんクラブ連合

会については単位クラブの減少を危惧されていたが、増

加したことはこれまでの取り組みの成果であると評価

できるものである。今後も補助団体と連携を密にし、高

齢者クラブの育成事業の推進に努められたい。 

 

 
 
 
 
 
 
３ 高齢者クラブの育成については、高齢者の生きがいづ

くりと社会参加の促進のため、これまでの取り組みを継

続し事業の推進に取り組んでまいります。  
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                                             （ 課等名 農地水産林政課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 前年度より会議や研修会等が開催されるようになって

きたが、中止となった会議や研修会もあったため十分精

査し、減額補正により対応しました。  
 
 
 
 
 
２ 当課におきましては、農村公園や漁村広場などの公衆

トイレを管理しておりますが、原油価格の影響等により

施設の電気料が上昇しているため、消費状況を十分精査

し、１２月議会において増額補正により対応しました。  
 
 
 
 
 
３ 当課の公金取扱いにつきましては、地籍図交付手数料

を徴収しており、交付申請書と調定調書を担当者及び係

長の２重チェックにより金額や納入義務者の確認を行っ

ており誤りがないよう適正に管理しております。  
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                                             （ 課等名 農地水産林政課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 財産収入、財産売払収入、不動産売払収入、その他不

動産売払収入、立木売払収入（林政）30,739,700 円が

収入されている。これは、長田市有林 29,500,000 円及

び秋山国有分収林 1,293,700 円の立木売払収入である。

今後も引き続き市有林の適切な管理に努めるとともに、

木材市場の取引相場を的確に把握・分析し、計画的な売

払いにより自主財源の確保に努められたい。 

 

２ 農林水産業費、農業費、農地費、施設管理事業、備品

購入費（施設備品）において、福島地区土地改良資料館

に消火器２本 15,400 円を購入しているが、備品一覧表

に記載がないので登録されたい。 

 

３ 農林水産業費、林業費、林業振興費、串間市森林環境

譲与税活用事業（経常）、委託料（業務委託料）におい

て、串間市森林経営管理に係る資源解析等業務委託

37,400,000 円がアジア航測株式会社と随意契約されて

 
 
 
 
 
 
１ 財産収入、財産売払収入、不動産売払収入、その他不

動産売払収入、立木売払収入（林政）については、市有

林の適切な管理に努め、計画的に売払いを行い、自主財

源の確保に努めました。  
 
 
 
 
２ 備品購入を行った際は、速やかに契約管理システムに

必要事項を入力し、適切な処理に努めました。  
 
 
 
３ 森林環境譲与税活用事業（経常）、委託料（業務委託料）

の取組については、県内でも先駆的な取組として優良事

例として紹介されており、引き続き本市の林業振興に寄

与できるように積極的な事業展開に取り組みます。  
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                                             （ 課等名 農地水産林政課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

いる。これは、令和３年度に同社に委託し実施した串間

市 森 林 経 営 管 理 に 係 る 航 空 レ ー ザ 測 量 業 務 委 託

（45,650,000 円）の成果品を活用し、市内森林の資源

量調査・森林所有者への意向調査を行うものである。森

林環境譲与税を有効に活用した継続性のある先駆的な

取り組みであると思料するので、今後、本市の林業振興

に寄与できるよう積極的な事業展開を望むものである。 

 

４ 農林水産業費、水産業費、水産業振興費、負担金補助

及び交付金（事業補助金）において、青年漁業者・新規

就業者支援事業補助金 4,500 千円（令和３年度３名の実

績）及び串間市水産業人材投資事業補助金 1,000 千円

（令和３年度０名）については、該当者がおらず未執行

となっている。漁業経営体については年々減少し厳しい

状況ではあるが、水産業振興におけるハード・ソフト両

面からの支援により、水産業の後継者育成に引き続き努

力されたい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
４ 青年漁業者・新規就業者支援事業及び串間市水産業人

材投資事業につきましては、漁業後継者や新規就業者を

支援する事業でありますが、魚価の低迷や燃料費等の操

業コストの増加などにより漁業経営の安定化が容易でな

いことから新規の就業者を確保することが難しくなって

おります。   
漁業就業希望者フェアへの参加やコストを低減する取

組を支援しながら販売価格を向上させる取り組みについ

ても支援を行い後継者育成に取り組んでまいります。  
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                                               （ 課等名 生涯学習課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 令和４年度におきましても新型コロナウイルス感染症

対策により、多くの会議や研修会等が中止となり書面審

議やＷＥＢ形式で開催もあったところです。不用となる

関連経費につきましては、減額補正により適切に対処す

ることといたしております。  
 
 
 
２ 施設管理における電気料及び燃料費の上昇につきまし

ては、補正予算等により適切な対応に努めております。

また、経費の節約にも取り組んでいるところです。  
 
 
 
 
 
 
３ 公金の取り扱いにつきましては、業務の適正な執行の

確保と管理体制の強化を図るとともに、規則等の順守と

適正管理に努めてまいります。  
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                                               （ 課等名 生涯学習課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 教育費、社会教育費、社会教育総務費、経常的経費・

旧吉松家住宅維持管理費、報酬（委員報酬）74 千円及

び旅費（費用弁償）18 千円が未執行となっている。こ

れは指定管理者選定委員会の関連経費であるが、令和５

年度からは指定管理者制度ではなく直営で管理する方

針となったため減額補正するとのことであるが、当初予

算を要求する段階で判断すべきであったと思料する。な

お、現時点では大規模改修計画についての方針は出てい

ないようであるが、次年度以降、大規模改修計画との整

合性を図りながら、適切な管理運営に努められたい。  
 
 
 
２ 教育費、社会教育費、文化会館費、経常経費・文化会

館管理費、工事請負費（単独事業）において、６月補正

により 2,515 千円が増額されている。これは機器故障に

伴う経費であるが、当初予算の要求段階では判明できな

 
 
 
 
 
 
１ 旧吉松家住宅につきましては、文化財建造物保存技術

協会及び文化財保存技術者と協議を進める中で、耐震診

断と耐震補強案の策定の必要性とその時期・期間から、

長期間の指定管理者制度ではなく直営の判断をしたとこ

ろでありますが、当初予算要求の段階で判断すべきであ

ったと考えております。また、その保存修理につきまし

ては、多額の費用を要するため、庁内の関係課長で構成

する旧吉松家住宅検討委員会において、今後の方針につ

いて検討作業を進めております。財源とすり合わせを行

いながら早期に今後の方針を決定し、文化財の適正な保

存と活用に努めてまいります。  
 
 
２ 文化会館につきましては、長期修繕・改修計画を作成

しておりますが、ご指摘のとおり老朽化に伴い維持管理

に要する経費が増加しております。また、突発的な故障

も頻発している状況がありますことから、今後も指定管
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                                               （ 課等名 生涯学習課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

かったとのことである。文化会館については施設・設備

等の老朽化により維持管理に要する経費が年々増加傾

向にある。今後も指定管理者との連携を密にし、施設・

設備等の日常的な点検と計画的な改修整備により適切

な維持管理に努められたい。  
 
３ 教育費、保健体育費、保健体育総務費、地区体育館管

理費、使用料及び賃借料（借上料）において 110,700
円が執行されている。これは大束地区体育館の敷地

（1,807 ㎡）を国から借り上げているものである。大束

地区体育館については、先の台風被害で屋根が破損し利

用できない状況が続いているとのことである。令和３年

度の使用料は 74,880 円の決算となっていることから、

定期的な利用者団体が存在していると思料する。なお、

改修工事については、相当な事業費を要することから改

修の方針は決まっていないようであるが、当面は利用者

団体に対する配慮と周辺住民等に影響が出ないよう、適

切な安全対策を講じられたい。  
 

理者との連携を密にし、日常的な点検報告に基づき計画

的な改修整備に努めてまいります。  
 
 
 
 
３ ご指摘のとおり大束地区体育館は令和４年度台風１４

号の被害により屋根が破損したところです。そのため、

現在は利用できない状況となっており、これまでの利用

者については大束小学校の体育館や大束支所へ誘導した

ところであります。また、屋根シートが剥がれている状

態でありますので、シートの飛散防止等の安全対策につ

いても実施してまいります。  
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                                               （ 課等名 農業委員会 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 新型コロナウイルス感染症の影響により、農業者等を

対象とする会議等は中止しましたが、委員研修について

は活動強化を図るため時期を考慮し開催しました。その

ため、不用となる関連経費を精査し、減額補正（３月補

正）の提出を行い適切に処理しました。  
 
 
 
２ 該当なし  
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 県支出金及び業務手数料等については、請求書の作成

と同時に調定調書も作成しており、決裁時の確認を十分

に行うよう事務局内で周知徹底しています。また、証明

手数料については、即日の調定調書作成及び納入依頼（窓

口払い等の誘導）を行うことで、申請者の未納防止に努
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                                               （ 課等名 農業委員会 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 農林水産業費、農業費、農業委員会費、農業委員会管

理運営費、報酬（委員報酬）において、16,411 千円が

予算措置され 8,010,000 円が支出されている。これは農

業委員及び農地利用最適化推進委員の報酬である。現

在、農業委員１名が欠員であるが、来年７月までの任期

であることから欠員補充はしないとのことである。農業

委員相互の協力体制を構築され活動に支障がないよう

取り組まれたい。  

めています。  
 
 
 
 
 
１ 令和４年１２月末に農業委員１名の辞任があり、現在

定数 15 名に対し２名の欠員が生じていますので、同地

区の委員及び農地利用最適化推進委員が、農地利用最適

化業務（耕作放棄地の発生防止・解消指導、担い手への

農地集積・集約化、新規参入の促進）に関する農業者等

への戸別訪問や議案審議に伴う現地調査を行うことで、

協力体制を構築しています。また、現体制の任期満了ま

でに一部の委員へ業務が負担増とならないよう、事務局

としても現地調査及び戸別訪問時に必要な書類提供を行

うなど、サポートしてまいります。  
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                                               （ 課等名 農業振興課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 新型コロナウイルス感染症の影響は未だに先が見通せ

ない状況であるため、今後の会議や研修会等における書

面審議やＷＥＢ形式での執行については、これまで以上

に計画的に努め、不用となる関連経費についても十分精

査し、不用額については減額補正を行い適切に処理を行

ってまいります。  
 
 
２ 所管する施設における消費状況の把握や精査を図り、

適切な予算執行を行ってまいります。また、指定管理者

と連携し、電気料及び燃料費等の節約について取り組ん

でまいります。 

 
 
 
 
 
３ 当課では、国県補助金や使用料及び手数料等の公金を

取り扱っておりますが、今回の指摘を受けまして、課内

において公金の管理体制の再確認及び串間市財務規則に

基づく業務の適正な執行について情報共有を行ったとこ

ろです。  



令和４年度定期監査指摘・要望事項改善措置通知書 
 

                                               （ 課等名 農業振興課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 農林水産業費、農業費、農政企画費、農業振興対策事

業、負担金補助及び交付金（運営費補助金）において、

はまゆう農業協同組合については補助金交付決定が令

和４年４月１日にもかかわらず、執行予定が 11 月とな

っていることから、運営費補助金の目的に沿った事務処

理をされたい。  
 
 
２ 農林水産業費、農業費、農業振興費、農業等経営継続

サポート事業、負担金補助及び交付金（事業補助金）に

ついては、６月補正により 24,068 千円が予算措置され

ている。これは、燃油・農業用資材等の価格高騰の影響

を受けている農業者に対して、収入保険の基準収入額を

基に支援を行うものであるが、交付漏れがないよう適切

な事業の推進に努められたい。  
 
 

  今後も引き続き、公金の適正管理等に努めてまいりま

す。  
 
 
 
 
１ 今後は、事業主体へ速やかな事務執行を促し、適切な

事業実施に努めてまいります。  
 
 
 
 
 
 
２ 市の公式サイトや広報誌を活用し、事業推進に努めて

まいりました。また、農業用資材等の価格が上昇し続け

る中、国が新たに打ち出した経済対策の臨時交付金を活

用し、支援拡充を図っております。令和５年１月１日時

点の収入保険加入者数は２７３人で前年比１２人の増と

なり、現時点で予算も全額執行できる見通しとなり、事

業推進効果が図られたところであります。  
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

３ 農林水産業費、農業費、畜産業費、第 12 回全国和牛

能力共進会４連覇応援事業、負担金補助及び交付金（事

業補助金）については、全国和牛能力共進会への出場に

伴う畜産農家の経費の負担軽減を図るため、経常経費／

畜産業庁費、報償費（謝礼）より 150 千円を流用し執

行している。負担金補助及び交付金については、串間市

財務規則第 16 条第２項第７号の規定により歳出予算

流用制限科目であることから、計画的かつ適切な予算管

理に努められたい。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４  農林水産業費、農業費、畜産業費、畜産クラスター事

業、負担金補助及び交付金（事業補助金）については、

９月補正により 51,167 千円が予算措置されている。こ

３ 令和４年 10 月６日～10 日に鹿児島県で開催されまし

た第 12 回全国和牛能力共進会につきましては、宮崎県

の代表牛決定検査会が令和４年８月２日（火）及び６日

（土）に開催され、宮崎県の第８区（去勢肥育牛）の出

品牛として、串間市内の肉牛が選出されたところです。

全共への出品に当たりましては、大会本番までに多額の

費用や労力が必要となることから、「第 12 回全国和牛能

力共進会４連覇応援事業」を立ち上げ、出品者に補助金

を交付し経費の負担軽減を図ったところです。しかしな

がら、全共への出品決定日から補助事業執行に係る補助

金交付要綱の制定や補助金積算等の業務に時間を要する

こと、また、９月補正要求の期限、更には市長査定の日

までには準備が不可能と判断したことから、やむを得ず

市長決裁を経て、予算流用を行うこととなりました。  
今回の予算流用は、串間市財務規則第 16 条第２項第７

号の規定により歳出予算流用制限科目であったことか

ら、次回の予算執行につきましては、当初予算要求を行

い、計画的かつ適正な予算管理に努めて参ります。  
 
 
４ 畜産クラスター事業につきましては、国の予算配分が

毎年、年度途中となる関係上、市の予算措置も補正対応

となる事から、事業実施期間が十分に確保できず予算の
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

れまでも国の事業採択が遅れ、繰越が多く生じた事業で

あることから進捗管理を徹底し、年度内完成に向け取り

組まれたい。  
 

繰越しが生じております。  
今後も引き続き、事業実施について計画的に進捗管理

を行い、事業の年度内完成に向けた取り組みに努めて参

ります。  
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 予算の執行に当たっては、適時適切に執行するよう各

課等に対し指導等を行いました。  
今後も引き続き新型コロナウイルス感染症の影響に伴

う会議や研修会等の不用額につきましては、減額補正の

有無も含めて内容確認を強化し、十分に精査してまいり

ます。  
 
 
 
２ 財務課所管の本庁舎につきましては、原油価格高騰の

影響に伴う電気料金の上昇により、予算不足が懸念され

たため、補正予算での対応を行ったところです。  
今後とも関連経費の節約に取り組んでまいります。  

 
 
 
 
 
３ 公金の取り扱いにつきましては、内容を精査し、必要

な項目について誤りが無いよう注意し執行してまいりま

した。  
今後とも関係規則等を遵守し、公金の適正管理に努め
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                                                 （ 課等名 財務課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 財産収入、財産運用収入、財産貸付収入、土地建物貸

付収入、土地建物貸付収入（財務）の収納率については、

前年度同時期と比較すると、現年度分が 7.22 ポイント

の減となっている。また、滞納繰越分として 41,411 円

の収入未済額が新たに発生しているが、これは企業の倒

産により生じたものである。滞納繰越分については破産

管財人の管理下にあるが収納は可能とのことであるの

で、今後も期限内の納付を促し滞納繰越とならないよう

適正な財産管理に努められたい。  
 
２ 財産収入、財産売払収入、不動産売払収入、土地売払

収入、土地売払収入（財務）において 14,437,818 円の

収入があるが、令和３年度の決算額 852,578 円と比較し

て 13,585,240 円の増となっている。これは「旧恵福寮

跡地」を誘致企業に 14,310,000 円で売却したことが主

な要因である。今後も、未利用財産の有効活用や売り払

いにより財務管理の適正化に取り組まれたい。  

てまいります。  
 
 
 
 
 
１ 土地建物貸付収入（財務）につきましては、賃借人に

対し納付を促すよう努めてまいりました。  
また、滞納繰越分につきましても、引き続き破産管財

人に連絡を取り、期限内の納付に向け適正な財産管理に

努めてまいります。  
 
 
 
 
 
２ 未利用財産の有効活用につきましては、ホームページ

の掲載方法を工夫し周知に努めました。  
今後も、自主財源の確保を目指し、引き続き財産管理

の適正化に取り組んでまいります。  
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                                                 （ 課等名 財務課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

 
３ 総務費、総務管理費、財政管理費、財政管理費（臨時

的経費）、委託料（業務委託料）において、９月補正に

より 2,721 千円が予算措置されている。これは串間市病

院事業において、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律に基づき、健全化基準を超える資金不足比率となっ

たことにより、個別外部監査を行うことになったもので

ある。この個別外部監査結果報告書の意見を踏まえ「串

間市民病院経営健全化計画書」が策定された。今後は病

院との連携を図りながら本計画の進捗等を検証し、適宜

適切な助言・指導等に努められたい。  
 
４ 総務費、総務管理費、財産管理費、財産管理費 臨時

的経費、備品購入費（庁用備品）において、1,430,000
円を備品購入費（自動車）から流用し、給電設備２台を

設置することに変更されている。このことにより、計画

していた公用車（電気自動車）３台の購入には影響はな

いとのことであるが、当初予算要求時の情報収集や精査

を十分に行い、適切な予算管理と執行に努められたい。 
 

 
３ 個別外部監査については、限られた期間中に速やかに

業務委託契約を行い、個別外部監査人及び関係部署との

調整に努めました。  
今後は、個別外部監査結果報告書の意見を踏まえて策

定された「串間市民病院経営健全化計画書」に基づき、

本計画の推進・進捗管理を検証するため、市民病院の会

議等に出席し、適宜適切な助言・指導等に努めてまいり

ます。  
 
 
 
４ 当該給電設備については、当初、年次的な検討及び整

備を予定しておりましたが、会計検査の指摘により早急

に整備する必要がでてきたため流用での対応を行ったと

ころです。  
  今後とも予算要求時の情報収集や精査に努めると共

に、適正な予算執行に努めてまいります。  
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                                         （ 課等名 総務課・選挙管理委員会 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 当課においても、会議、研修会等の開催に代えて書面

審議又はウェブ開催となったものがありますが、それに

伴い不用となった額については、適切に減額補正を行っ

て対応しております。  
 
 
 
 
２ 電気料については、昼休み等の小まめな消灯など節電

に心がけ、コスト意識をもって関連経費の節約に繋がる

よう努めております。  
 
 
 
 
 
 
３ 公金の取扱いについては、串間市財務規則をはじめと

する関係例規を遵守し、適正な管理に努めております。  
  歳入の調定に当たっては、調定の根拠となる法令は基

より、当該調定額を確認できる書類等を備え、決裁まで

の間に複数名によるチェックを行うことで、誤謬が生じ
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                                         （ 課等名 総務課・選挙管理委員会 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

 

【個別事項】 

１ 総務費、総務管理費、一般管理費、総務管理費・人件

費、職員手当等（時間外勤務手当）において、９月補正

により 4,171,000 円を増額している。人件費の資料で

は、戸籍住民基本台帳費 100 千円、商工総務費 850 千円、

教育総務費 1,205 千円の増額となっている。また、対予

算執行率では、保健体育総務費 55.49％、農業総務費

72.89％と 50％を超えており下半期での予算不足が懸

念される。12 月補正で増額するようであるが、職員の

超過勤務の抑制については、引き続き適切に管理し助

言・指導されたい。 

 

２ 総務費、総務管理費、一般管理費、臨時庁費 秘書、

備品購入費（自動車）においては、当初予算額 5,806

千円（関連経費として保険料 65 千円、手数料 14 千円が

ある。）、この財源として歳入の諸収入（雑入）にクリー

ンエネルギー自動車促進補助金 420 千円が予算措置さ

ないよう努めております。  
  各種証明手数料については、証明書等の交付を決定し

た後、調定額を算定し、納付書を発行して納入義務者の

入金を確認してから当該証明書を発行することで未納金

の防止に努めております。  
 
 
１ 業務量増により超過勤務が増加している課等につきま

しては、ヒアリングを実施し抑制するよう指導しており

ます。また、職員の健康管理についても、時間外勤務上

限を超過した職員には産業医面談を実施する等職員の健

康管理に努めております。  
 
 
 
 
 
 
２ 今年度、受電設備が整備されていることを念頭に、今

後の市長車購入において、整合性のある予算執行に努め

て参ります。  
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                                         （ 課等名 総務課・選挙管理委員会 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

れている。これは市長公用車にＥＶ車を購入する計画で

あったが、諸般の事情により今年度は見送るとのことで

ある。車庫には今年度既に受電設備が整備されているこ

とから整合性のある予算執行に努められたい。 

 

３ 総務費、総務管理費、文書広報費、文書管理・臨時、

備品購入費（庁用備品）において、卓上汎用紙折り機を

257,500 円で購入しているが、物品一覧表では使用場所

が「串間市」となっている。正当な使用場所に修正され

たい。 

 

４ 総務費、選挙費、参議院議員選挙費、参議院議員選挙

費においては総額で 15,891,840 円が執行されている。

参議院議員選挙においては初めての取り組みとして、期

日前投票を各支所で実施されたところである。12 月 25

日執行の宮崎県知事選挙においては２日間を予定して

いるとのことであるが、その効果を十分検証し今後の参

考とされたい。 

 

 
 
 
 
 
３ 卓上汎用紙折り機について備品台帳（物品一覧表）の

使用場所を「本庁舎印刷室」に修正致しました。  
 
 
 
 
４ 期日前投票所について県知事選挙においても予定どお

り開設しました。その目的・効果については期日前投票

者の増加、投票者の分散、投票機会の確保などがありま

すが、期日前投票の利用者は串間市においても増加傾向

にあるため今後も継続して行う予定です。引き続き効果

検証に努めたいと考えております。  
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                                                （ 課等名 市民病院 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 今年度におきましても、各種会議や研修会等が書面審

議や Web 開催となったところであり、関連経費につきま

してはご指摘のとおり十分精査を行い、適切に処理して

まいります。  
 
 
 
 
２ 原油価格高騰等の影響により、電気料及び燃料費につ

いて上昇しており、補正予算にて対応せざるを得ない状

況でありました。ご指摘のとおり、今後の電気・燃料の

消費状況を精査しつつ適切な予算執行と発電等設備の保

全に努めるほか、工夫して節約に取り組んでまいります。 
 
 
 
 
３ 患者一部負担金等の取扱いにつきましては、その管理

体制の強化のため、医事業務委託業者等と密に連携し、

適正な管理に取り組み、規則等に則り執行してまいりま

す。  
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 予算執行状況（歳入）における病院事業収益の調定額

は 1,106,265,926 円で、前年同月の 989,542,505 円と比

較すると、116,723,421 円の増となっている。一方、予

算執行状況（歳出）における病院事業費用の支出負担行

為額は 935,178,863 円で、前年同月の 888,101,670 円と

比較すると、47,077,193 円の増となっている。差し引

きすると 69,646,228 円の収支改善となっている。なお、

患者負担分の収納状況において収納率を前年度と比較

すると、現年度分が 8.20 ポイントの減、過年度分が 3.77
ポイントの増となっている。今後も経営の健全性や患者

の公平性の観点から、医事業務委託業者と連携を密にし

ながら、収納率の向上を図り収支の改善に努力された

い。  
 
２ 資本的支出、看護師等奨学金貸付、看護師等奨学金貸

付、奨学金については、予算額 2,220 千円に対し支出負

担行為額、支出済額が 1,580,000 円となっている。これ

 
 
 
 
 
 
１ ご指摘のとおり、歳入予算執行状況につきましては増

加しており、収支の改善が図られていると認識しており

ます。患者一部負担金の収納状況につきまして、過年度

分は増となっているものの現年度分が減となっておりま

すことから、受診時における対象者への納入催告、文書

や電話による納入催告、訪問集金対応等に努めてまいり

ますほか、債権回収が困難な事例についての対策におけ

る先進事例を研究してまいります。  
 
 
 
 
 
 
２ 対象枠の拡充、学校への周知及び地道な働きかけによ

り、当該奨学金制度の利活用ができたものと考えており

ます。今後も、制度に基づき適正な執行に努めてまいり
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指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

は、日南学園高等学校１名分（264,000 円）、尚志館高

等学校２名分（1,316,000 円）の奨学金である。このこ

とは高校生枠を設けたことや看護科系高校にも働きか

けを行った成果であると評価できるものである。今後も

引き続き奨学金制度の有効な活用により将来の人材確

保に努められたい。  
 
３ 串間市病院事業においては、地方公共団体の財政の健

全化に関する法律に基づき、健全化基準を超える資金不

足比率となったことにより、個別外部監査が実施されそ

の結果報告書を踏まえ「串間市民病院経営健全化計画

書」が策定された。今後は市長部局との連携を図りなが

ら本計画の進捗等を検証し、確実な実行に向けて職員一

丸となって取り組まれたい。  

ます。  
 
 
 
 
 
 
３ 今後、串間市民病院経営健全化計画に基づき、経営改

善に向けて取り組んでいくこととなりますが、ご指摘の

とおり、本計画の遂行には市長部局との連携、進捗状況

の確認、必要な修正等も加えつつ取り組む必要があると

考えております。経営改善に向けて、職員一丸となって

取り組んでまいります。  
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                                                （ 課等名 上下水道課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 不用額が生じた経費については、減額補正に努めまし

た。  
 
 
 
 
 
 
２ 原油価格の動向は、予測が困難な状況下にはあります

が、１２月補正予算で不足見込額を増額し、対応したと

ころであります。  
今後も適切な予算執行に努めてまいります。  

 
 
 
 
 
３ 公金の取り扱いについては、職員はもとより徴収業務

受託者とも情報共有しながら、適正な管理に努めるよう

あらためて指示しました。  
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                                                （ 課等名 上下水道課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 各項目の収納状況を前年度同時期と比較すると、上水

道料（現年度分）0.73 ポイントの減、同（滞納繰越分）

0.65 ポイントの増、農業集落排水使用料（現年度分）

0.14 ポイントの増、漁業集落排水使用料（現年度分）

2.30 ポイントの減、下水道使用料（現年度分）0.19 ポ

イントの増、同（滞納繰越分）5.69 ポイントの増とな

っている。引き続き「債権管理指針」に基づき目標率の

達成に向けて努力されたい。  
 
２ 資本的支出、建設改良費、有形固定資産購入費、委託

料（補助事業）において、「令和４年度奈留ポンプ場築

造工事に伴う用地測量業務委託」については、869,000
円（指名競争入札）と、1,050,500 円（随意契約）の２

回に分けて業務委託している。これは、地権者との境界

立ち合いの結果、新たな測量業務が必要となり追加発注

したとのことである。結果的に２回目は同一業者との随

意契約となっており競争原理が十分に働いていないこ

 
 
 
 
 
 
１ 水道料金等については、従来から徴収業務受託者との

毎月定例会を開催し、収納状況の把握、課題の分析、滞

納者の現状把握等情報共有に努めながら、未収金の早期

解消に努めています。  
今後も、「串間市債権管理指針」及び「串間市水道料金

債権管理指針」等を踏まえ、目標率の達成に努めてまい

ります。  
 
 

２ 本件に限らず、実施前の段階での精査が非常に重要で

あると認識しております。  
今後、事前調査及び精査を徹底し、不必要な設計変更

や業務の追加発注がないように努めてまいります。  
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                                                （ 課等名 上下水道課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

とになる。建設予定地の一筆調査を的確に行い効率的な

業務執行に努められたい。  
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                                                （ 課等名 議会事務局 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 新型コロナウイルス感染症対策による会議等の中止や

書面審議、ＷＥＢ形式での開催により、不用となった旅

費等の関連経費については 12 月補正にて減額の対応を

したところでありますが、さらに３月補正において十分

精査し、減額の対応をしてまいります。  
 
 
 
２ 該当なし  
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 公金の取扱いについては、串間市財務規則をはじめ関

係例規を遵守し、適正な管理に努めております。  
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                                                （ 課等名 議会事務局 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

【個別事項】 

１ 議会費、議会費、議会費、議会 臨時的経費、備品購

入費（自動車）においては、当初予算額 5,806 千円（関

連経費として保険料 65 千円、手数料 14 千円がある。）、

財源として歳入の諸収入（雑入）にクリーンエネルギー

自動車促進補助金 420 千円が予算措置されている。こ

れは議長公用車にＥＶ車を購入する計画であったが、諸

般の事情により今年度は見送るとのことである。車庫に

は今年度既に受電設備が整備されていることから、整合

性のある予算執行に努められたい。  
 
 

 
 
 
 
 
 
１ 今後、施設整備に関係のある備品の購入を計画する際

には、関係課とも協議を行いながら整合性のある予算執

行に努めてまいります。  
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                                                 （ 課等名 会計課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

【共通事項】 

１ 令和２年度及び令和３年度においては新型コロナウ

イルス感染症対策により、多くの会議や研修会等が中止

となり書面審議やＷＥＢ形式で開催されたところであ

る。今年度においては一部には実施されたものもあるが

同様の対応が散見された。 

今後は不用となる関連経費についても十分精査し減額

補正により適切に処理されたい。 

 
２ 業務委託及び指定管理者を含めて施設等を所管する

課においては、原油価格高騰の影響により電気料及び燃

料費が上昇しており最終的に予算不足が懸念される。今

後の消費状況を精査するとともに、不足する場合は補正

予算での対応を図るなど、適切な予算執行に努められた

い。なお、原油価格高騰は今後とも不透明な状況である

ことから、創意工夫により関連経費の節約に全庁的に取

り組まれたい。 

 

３ 公金を取り扱う所属課においては、串間市財務規則

第２５条第１項「歳入徴収担当者は、歳入の調定をす

るときは、所属年度、歳入科目、歳入すべき金額、納

入義務者等を誤っていないかその他法令又は契約に違

反する事実がないかどうかを調査したうえ、調定調書

 

１ 本年度においては、宮崎県都市会計管理者並びに担当

者会議の開催地であり、ZOOM 会議での開催となったこ

とにより減額補正を行いました。  
 
 
 
 
 
 
２ 該当なし  
 
 
 
 
 
 
 
３ 規則等を順守した事務執行に努めております。  
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                                                 （ 課等名 会計課 ） 

指 摘  ・  要 望 事 項  改 善 状 況  

（通知書）によりこれを行わなければならない。」と

されていることから、業務の適正な執行を確保すると

ともに公金の管理体制の強化を図り、規則等を遵守し

適正管理に努められたい。 

 

 


